
様式第４号（第４条第１項関係）

宮崎市景観計画区域内行為（変更）通知書

年 月 日

宮崎市長 殿

郵便番号

届出者
住 所

氏 名

電話番号

景観法 第１６条第５項 の規定により、次のとおり通知します。

区域区分

□ 重点景観形成地区

□ 景観形成推進地区
（ ）地区

□上記以外の区域

行 為 の

場 所 等

宮崎市

用 途 地 域

行為の期間 着手予定日 年 月 日 完了予定日 年 月 日

設 計 者

（代理者）

郵便番号

住 所

氏 名 (電話 )

事務所名

施 工 者

郵便番号

住 所

氏 名 (電話 )

事務所名

行為の種類

建 築 物
□新築 □増築 □改築 □移転

□外観の変更（修繕、模様替） □色彩の変更

工 作 物
□新設 □増築 □改築 □移転

□外観の変更（修繕、模様替） □色彩の変更

開 発 行 為 土地の（ □ 区画 ・ □ 形質 ）の変更

土地の形質の変更 □切土 □盛土 □その他（ ）

木 竹 の 伐 採 等 □伐採 □植栽 □その他（ ）



建築物の

概 要

届出部分 届出以外の部分

用 途

構 造

階 数 地上 地下 地上 地下 合計

敷 地 面 積 ㎡ ㎡ ㎡

建 築 面 積 ㎡ ㎡ ㎡

延 べ 床 面 積 ㎡ ㎡ ㎡

最 高 高 さ ｍ ｍ ｍ

工作物及び屋外広告物を含めた高さの合計 ｍ

外観の変更（修繕、模様

替）及び色彩の変更

届出内容

届出部分の面積 ㎡

屋上に設置する建築設

備の種類及び高さ

高 架 水 槽 ｍ

クーリングタワー ｍ

その他（ ）

仕 上 げ 色 彩（マンセル値）

屋 根

外 壁

その他

工作物の

概 要

種 類

規 模
構 造 高 さ 延 長 表 面 積 そ の 他

仕 上 材

色 彩（マンセル値）

開発行為の

概 要

区 域 の 面 積 ㎡

行 為 の 目 的

行 為 の 内 容

土地の形質の

変更の概要

敷地面積（行為面積） ㎡（ ㎡）

行 為 の 目 的

行 為 の 内 容

木竹の伐採等

の 概 要

樹 種 樹 高 樹 齢 本 数

※ 区域区分及び行為の種類については、該当する□にチェックしてください。



景観配慮チェックシート ※都市計画課照合

項目 具体的な配慮事項 ※

宮崎市の景観の

向上に関する配慮
□

地域特性に対する

配慮
□

項目 配慮事項 具体的な配慮事項 ※

建

築

物

配置、規模 ゆとりある配置 □ □

周辺や背景との調和 □
山並みの稜線の確保 □ （※大淀川地区 天神山・愛宕山ゾーン）

□

外壁の位置をそろえる □ □

オープンスペースの確保 □ 壁面後退 □

（※高千穂通り地区、大淀川地区橘公園通りゾーン、宮崎駅東通り地区）

□

スカイラインの連続性 □ □

その他 □ □

形態、意匠

色彩

周辺や背景との調和 □ □

基準値（基調色）の遵守 □ □

推奨値（基調色）による配慮 □ □

統一感のあるデザイン □ □

圧迫感や単調さの軽減 □ □

ファサードデザインの工夫 □ □

その他 □ □

設備 壁面設備類 □ 見えにくい位置に設置 □ 外壁と調和した部材で遮蔽 □

デザインの調和 □ その他□（ ）

□

屋上設備類 □ 見えにくい位置に設置 □ 外壁と調和した部材で遮蔽 □

デザインの調和 □ その他□（ ）

□

屋外階段 □ 見えにくい位置に設置 □ 外壁と調和した部材で遮蔽 □

デザインの調和 □ その他□（ ）

□

バルコニー、ベランダの

設備類

□ 見えにくい位置に設置 □ 外壁と調和した部材で遮蔽 □

デザインの調和 □ その他□（ ）

洗濯物が見えにくい構造 □（※大淀川地区及び日南海岸地区）

□

その他 □

周囲の景観に配慮した仮囲い □（※大淀川地区及び高千穂通り地区）

□

外構

付属設備

緑化 □ □

駐車場、駐輪場等 □ 建築物本体や周辺との調和 □ 見えにくい位置に設置 □

緑化等による修景 □ その他 □（ ）

□

付属施設

（ゴミ置場、機械室等）

□ 建築物本体や周辺との調和 □ 見えにくい位置に設置 □

緑化等による修景 □ その他 □（ ）

□

柵、門、塀等 □ 建築物本体や周辺との調和 □ 緑化等による修景 □

その他 □（ ）

□

舗装材の種類（駐車場以外） □ □

その他 □ □



※都市計画課照合

（※） ⑦を添付する場合、④各面立面図の内、着色のみを省略することができる。

（※） 各図面はA3版以上を使用し、明示すべき事項が表示され、確認できる適切な縮尺としてください。

項目 配慮事項 具体的な配慮事項 ※

工

作

物

配置、規模 周辺や背景との調和 □ □

周辺を緑化等で修景 □ □

形態、意匠 周辺や背景との調和 □ □

その他 □ □

開発行為及び

土地の形質の変更

最小限の造成 □ □

周辺景観との調和 □ □

既存樹木の保存 □ □

十分な植栽 □ □

法面、擁壁等の緑化 □ □

その他 □ □

木竹の伐採又は

植栽

最小限の伐採 □ □

地域性を考慮した植栽 □ □

その他 □ □

その他配慮事項 □ □

月／日 協議事項等 （都市計画課記入）

担当者

添付書類等

［建築物］

①～⑥

（※）必要に応じて⑦

［工作物］

①、②、④、⑥

①付近見取図 □ □

②配置図 □ 敷地境界及び建築物の位置、高低差を記載すること。 □

③各階平面図 □ 面積及び寸法等を記載すること。 □

④各面立面図 □ 着色し、マンセル値を記載すること。建築設備、工作物、外部仕上げ、色彩、

寸法等を記載すること。

□

⑤外構平面図 □ 植栽又は木竹名を記載すること。 □

⑥現況写真 □ ２方向以上から撮影すること。 □

⑦完成予想図（パース） □ 作成している場合に提出。着色すること。 □


